







Articulation of Special Activities and a Teacher’s Narrative:
The Life History of an Elementary School Teacher
Dai Isemoto
Abstract: The aim of this study is to consider the possibility of qualitative research on special 
activities. Therefore, this study will reveal a narrative of the changing process related to the 
special activities of elementary school teachers from a life history perspective. Specifically, 
this study describes the history of a teacher who previously was “not interested in special 
activities”, and how he later became interested in such activities.  Based on the life history of 
co-workers, two key ﬁ ndings were revealed.  First, it is important to indicate the “usefulness” 
of special activities; it is not enough to state how “wonderful” a practice might be. Narrative 
that collaborators own model joined with “thought to be a base” in the special activities, by new 
words are reconﬁ gured. This may signiﬁ cantly improve awareness regarding special activities. 
Second, it was suggested that to increase interest in special activities requires a considerable 
amount of time.  Future research is required to interpret the changing process of the special 
activities of teachers as revealed in this study. It is necessary ﬁ nd an answer to the problem of 
how ensure more schools will include the Japan Special Activities Society in their curriculums 
in the near future.
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　後に，P 先生は R 先生の実践を間近で目にする中で，
「トラブル」が学級をつくる上での大きな契機である
と感じるようになった。また，その契機を「乗り越え
た」子どもたちの姿を保障する活動とは，P 先生が求
めていた「おもしろい」実践そのものであった。
　すなわちこれは，P 先生が自分のモデルとする語り
が特別活動という分野にまで拡張されたことを示唆し
ている。特別活動に「おもしろさ」を感じられなかっ
たという P 先生の語りが，彼のいう特別活動の「ベー
スになる考え」を受容していく過程で，さらに広がり
をみせ，再構成されていったのである。
　こうした P 先生のライフヒストリーから明らかに
なるのは，実践事例の紹介だけでは，特別活動が学校
現場の教師たちに広まりにくいという可能性である。
本研究が示したように，P 先生が特別活動を受容して
いく背景には，自身のモデルとする語りが特別活動の
「ベースになる考え」と 接
アーティキュレート
合 され，新たな語りが再
構成されていたことと関係していた。この点に目を向
ければ，これまで「特別活動の実践に意義を見出せな
い教師」に向けての議論において，その当時者である
教師たちの声がほとんど意識されてこなかったことが
指摘できる。
　つまり，今後特別活動の「有用性」を説く上で鍵と
なるのは，紹介する事例の「すばらしさ」だけでは不
十分だということである。それよりもむしろ着目すべ
きは，個々の教師のもっている語りを大切にすること
である。教師個々の語りが特別活動へと 接
アーティキュレート
合 して
いく過程の中にこそ「特別活動の実践に意義を見出せ
ない教師」の意識を大きく変革する可能性が秘められ
ている。繰り返すが，特別活動との対話の中で，個々
の教師のモデルとする語りから，これまでの特別活動
に対するオルタナティブな語りをいかに引き出せるの
か。そのことが，今後教師たちを特別活動へと引き寄
せるための契機となる。
　しかしそれは同時に，特別活動の実践が学校現場へ
と容易に広めていけるものではない，という可能性を
自明にもしている。そもそも，今回の研究協力者であっ
た P 先生は，教師になった当時から子どもことを大
切に想っていた。その気持ちを包含する P 先生のモ
デルとする語りと特別活動の「ベースとなる考え」が
結びつくのは，確かにある種自然の流れであったとも
考えられる。しかしながら，教育活動や関わる児童生
徒に対し，P 先生のような語りをもたない教師に対し
ては，望ましい効果は見込めない可能性もある。なぜ
ならこうした教師の語りには，P 先生の言う特別活動
の「ベースとなる考え」との接
アーティキュレーション
合過程が十分に見込
めないからである。つまり結果的に，特別活動を学校
現場へ広めていこうとする努力は即効性を期待できる
ものではないということがここから示唆される。
　最後に本研究が着目した，ライフヒストリーという
手法がもつ，特別活動に関する研究の可能性と，その
課題について述べておきたい。本研究では P 先生の
ライフヒストリーから，特別活動を現場へ広めていく
上での1つの可能性を提示できたと考えている。この
とき本研究が着目したのは，P 先生の特別活動に関す
る語りの変容過程である。こうした語りの変容過程を
解釈＝記述していく作業の蓄積は，日本特別活動学会
が今後特別活動というカリキュラムをどうように現場
へ広めていくかという課題に対する1つの回答を示す
ものである。そしてそれは，これまで十分に関心が向
けられてこなかった特別活動に関する質的な研究の可
能性と方途を拓くものでもある。とくに，個々の教師
のモデルとする語りと特別活動の「ベースになる考え」
との接
アーティキュレーション
合過程がいかに構成／達成されていくのかに
─ 58 ─
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ついては，対象を広げ今後もさらに研究を蓄積してい
く必要があるだろう。
　最後に本研究の課題である。ライフヒストリー研究
とはそもそも，教師個人の「仕事」と「生活」の両方
にアプローチをする方法である。しかしながら本研究
は，教師の実践＝仕事の変容に焦点を当てたため，P
先生の「生活」がいかに彼の実践に影響を与えている
かという側面を十分に描ききれてはいない。今後，P
先生の生活面での影響という側面にも考慮しながら本
研究の解釈を再度検討していきたい。研究関心・内容
とは別に，研究協力者にとっての重要な人物をいかに
取捨し，こうした場で提示するかは，本研究そしてラ
イフヒストリーという方法の課題である。
【注】
（1） 2点目の課題についてはここで言及しておきたい。
本研究がライフヒストリーに着目したのにはこの
2点目の課題に応えるためでもある。教師の「個
別性」を描くライフヒストリー研究は，研究協
力者である教師も解釈に参加できる。これによ
り，教師自身が自分の実践に対する「了解と発見」
の再解釈を可能とするのである（高井良 1996，
pp.65-78）。
（2） 誤解のないように付記しておくが，P 先生の特別
活動に関する意識の変容を描く上で R 先生の存
在・出会いは無視できないものである。しかしこ
こではそれを大前提として認めながらも，特別活
動について「おもしろい」実践を行う教師に出会
うことが，教師の意識の変容を可能にするという
安易な物語を前面に想起しているわけではない。
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